	くらし建設委員会会議録要旨

	開会日
	平成２７年６月９日（火）午前１０時００分

	閉会日
	平成２７年６月９日（火）午前１０時２２分

	場所
	長久手市役所西庁舎　第７・８会議室

	出席委員
	委 員 長　　田崎あきひさ
副委員長　　山田けんたろう
委　　員　　青山直道　　　大島令子　　　木村さゆり　　　

さとうゆみ　　

	欠席委員
	な　し

	欠員
	な　し

	会議事件のため出席した者の職氏名
	市長　　　　　　　吉田一平　　
建設部長　　　　　浅井十三男
建設部次長　　　　川本宏志
開発調整監　　　　松浦元彦

土木課長　　　　　川本晋司

課長補佐　　　　　矢野克明

維持管理係長　　　丸山賢一
計　７人

	職務のため出席した者の職氏名
	議長　　　　　　　伊藤祐司
議会事務局長　　　野田和裕　　　主任　　　　中川暁敬

	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　 開会宣言
議案第３９号

土木課長　　　議案第３９号　市道路線の認定について説明
さとう委員　　新たに市道の認定が必要となった要因は何か。
土木課長　　　従前の人道橋は名古屋市の区画整理に伴い設置されたもので名古屋市が管理していた。今般、本市の区画整理事業により道路が築造されるため、新たに設置される橋の管理協定を名古屋市と締結する必要があり、市道の認定を行う。
大島委員　　　新たに設置される橋の維持管理はどのように行われるのか。
土木課長　　　管理協定により、今回新たに設置される橋の大規模修繕は名古屋市と費用を折半して行われるが、通常の維持管理は長久手市側で行うこととなる。

大島委員　　　新たに設置される橋の幅員は８ｍであるのに対し、区画整理により本市側に新たに築造される道路の幅員は６ｍとのことだが、幅員が狭くなることに関して住民から意見等は出ていないか。
土木課長　　　新たに築造される道路の形態に関しては、組合と市で事前協議を行った上で決定している。新たに築造される道路を８ｍにする理由はなく、費用もかさむため、組合側の希望で６ｍとした。安全面については視線誘導線を設けることにより、警察との協議も済んでいる。
さとう委員　　橋を設置する費用負担はどのようか。また、今後の区画整理道路はどのようになるか。
土木課長　　　橋の設置費用は５,０００万円程度の規模を想定しており、７月末には額が確定する見通しである。また、幅員が増える部分等の費用は、区画整理組合が負担する。

　　　　　　　今後の区画整理道路については、河川沿いに道路の築造を予定しており、新設の橋の前で道路が交差する形となる。
質疑及び意見を終了
討論

反対討論　なし
賛成討論　なし
議案第３９号　市道路線の認定については、全員が賛成。
議案第３９号は、原案のとおり可決
委員長　　　　次に、閉会中の継続調査について諮る。
　　　　　　　継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査す
ることを委員長が提案する。
　　　　　　　異議なしのため継続調査とし、継続調査申出事件一覧表を委員長から
議長に申し出ることで全委員了承する。
　　　　　　　委員長報告は委員長と副委員長への一任を確認
　　　　　
委員長　　　　閉会宣言
　午前１０時２２分　終了
以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２７年６月９日

くらし建設委員会委員長　　田崎あきひさ
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